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五
七
四

新

著

紹

介

法
學
博
士
森
本
厚
吉
著
、
菊
剣

三
九
二
頁

◎

生

活

問

題
.

定
偵
四
圓
、
東
京
同
或
舘
強
行

著
者
ば
、
我
国
に
於
け
ろ
酒
盛
縄
濟
學
の
構
成
で
め

ろ
。
其

意
見
に
、

曾
て

目
『
φ
曽
雪
号

こ

。
h
[
三

品

ぎ

一
国
℃
雪

な

ろ
英
文
の
著
書
ご
し

て
・
或
ば
「日
米
最
小
生
活
塑
論
」
ご
題
す

ろ
耐
愈
政
策
學
會

の
講
演
.に
機

衷

ぜ
ら
れ
た
事
が
あ

ろ
が
、
今

や
邦
文

の

一
筋
の
害

物
に
ま

こ
ま
っ
た
の
・

々
見

ろ
ご
、
感
興
の
新
な
う
も

の
が
め

る
⊃

氣
付
普
し
鮎

な

=
.一述
べ
て
置
く
。
本
書
ぱ
第

[
単
よ
り
第

七
章
迄
な

総
論
巳
し

、
生
活
問
題
の
基
礎
的
観
念
起
説
き
、
以
ド
第
八
章
よ
り
第
二

十
三
章
に
至
る
各
論

に
於

て
に
、
生
活

の
三
大
要
素

猛
る
衣
食
住
々
論
じ

て
み
ろ
。
然
る
に
総

論
ε
各
論
ミ
ー-
、
業
間
の
聯
鎧

が
頗
る
薄
弱
で
あ

っ

て
、
木
に
竹
を

つ
い
だ
感
が
写

る
。

い
つ
れ
別
粉

ε
し
て
・
生
活
の
龍
の

要
素
、

一
定
の
牧
人
」
貧
富

の
標
準
、
最
小
生
活
費

等
に
關
す

る
研
究
が

囎
織
讃
歎
憩
麗
豫
騙
騒
嫌
聴
聞
燕
露
醜

ば
研
究
の
結
果
の
み
な
示
t
其
研
究
方
法
に
聞
し

て
に
殆
ん
ご
記
述

を
欠

百
の
生
計
調
沓
一の
っ
て

一
の
陰
旧照
す

べ
き
調
査
方
法
の
明
障

い
て
る

る
。

ぜ
ら
れ

ざ
う
が
我
事
界
の
現
状
で
あ
る
。
此
方
面

に
於
て
も
著
者
の
蘊

蓄

為
披
瀝

ゼ
ら
れ
む
こ
ε
な
堕

む
。

以
上

二
黙

ば
余
の
本
書
に
封
ず

る
望
蜀
の
感
で

あ
る
。
浩
薮
経
済

學
な

ろ
未
開

の
原
野
存
開
拓
ゼ
ら
ろ
＼
藩
老
の
雄

々
し
春
態
度
庵
想

ふ
時

・
余

11
北
勢
作

に
探
春
敬
意
々
操

ふ
の
で
あ

る
。

◎
改
正
所
得
税
法
通
義

離

離

麺
瀬
藏

骸

本
書
に
大
藏
省
国

税
課
藤
澤
弘
長
が
大
賊
省
参
事
官
藤
井
颪
信
氏
の
校

閲

の
下

に
著

11
5
れ
た
も
の
で
あ

る
。
分
ち
て
総
論
各
論
の
二
ざ
す
・
総

論
に
所
得

税
の
概
念

ミ
所
組付
税
法
の
効
力
こ
の
二
章
よ
り
な
り

、
各

論
は

、

+
五
章

19
分
れ
た
る
蓬
條
瓶
義
で
あ
ろ
。
漸
税
法
成
立
し
て
間
も
無
く
此

著
あ
る
に
、
大
蔵
省
の
人
で
な
く
て
ば
出
来

鴻
仕
事
で
あ

る
。
尚
巻
末
に

ば
各
国
所
得
税
制
概

要
其
他

†
ば
か
り
の
便
利
な
統
計
表
が
あ

ろ
。

か
㌧
る
重
賢
な
ろ
書
物
が
-
責
任
あ

ろ
地
位
の
人
の
手
に
よ
り
著

ば
さ

れ
る
の
に
、
翌
qぶ
べ
甚
柵
隅肉
で
あ
ろ
。

◎

人

口

問

題

ε

文
學
士
大

腸
實
治
費

菊
剣
六
二
入
貫

合
器
糧

問

題

定
便

六
図
入
拾
鎮
、
東
京
弘
道
館
強
行

著
者
1工
東
大
文
科

の
卒
業
生
、
本
書
ーエ
建
部
教
授
指
導

の
下
に
著
者
の

完
成
ぜ

る
卒
業
論
交
々
滑
補

公
刊

ぜ
る
も
の
で
あ

ろ
。
本
文

を
分
ち
て
汎

論

、
序
論

、本

論
、策
論
の
四
篇
己
し
、
書
中
に
は
四
†
九
表

二
圖
衷
心
挿

み
、
巻
末

の
索
引
ぐ」
共
に
讃
者
の
便
々
は
か

つ
て
み
ろ
。

著
者
の
意
氣

は
大

に
牡
で
あ

る
。
「
入
口
問
題
ご
食
糧

問
題
」
を
ぱ
、
國

.

家

の
生
存
及
機
展
に
關
し
必
要
其
基
調

㌍
な
す
ε
認
め
、
敢
て
是
が
解
粋

な
企
て
じ
、れ
た
の
で
あ
み
。
貿

に
本
間
題
の
重
要
な
み
ば
誰
し
も
異
論
無

き
所
で
あ

っ
て
著
看

が
此
駄

に
着
眼
ぜ
ら
れ
た
事
ぱ
非
常
に
面
白
い
思

付

で
あ
ろ
。
然
し
問
題
が
あ
ま
り
に
多
岐

に
わ
た
り
た
ろ
爲

め
か
、
論
述

表

面
的
に
流

れ
感
傷
的
な
ろ
抽
象
文
字
為
以
て
問
題
の
眞
麗

々
逸
し
去

る
が

加
音
、
物
足
ら

鐙
感
も
深

い
。
特

に

「
人
口
問
題
ぐ」
食
糧
問
題
」
ε
題
し

な
が
ら
、
食
糧
問
題

に
關
㎜し
て
ば
策
論
中
閣
下国
電
澤
晶剛
の
記
沁
あ
ろ
に
過

ぎ
ざ
る
が
如
春
に
遺
憾
で
あ
る
。
然
し
著
者
の
芽
は
大
に
多

ミ
ぜ
ね
ば
な

ら

ぬ
。堂

々
た
る
其
山
系
な
基
本

ミ
し
て
翼
摯

な
る
統
計

的
研
究
な
積
み
、

本
研
究
奄
大
成
せ
ら
れ
ん
事

な
望
む
。
(汐
見
)
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